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顎関節症の治療法について説明する
濱田氏＝４月19日、Ｍ＆Ｄホール 　

第２回理事会

　

団
体
署
名
活
動
を
と
お
し

て
国
民
の
中
に
、
患
者
負
担

軽
減
、
２
２
０
０
億
円
削
減

路
線
か
ら
の
転
換
、
診
療
報

酬
引
き
上
げ
の
世
論
拡
大
を

目
指
す
。取
り
扱
い
団
体
は
、

療
』
の
実
現
を
求
め
る
請
願

署
名
」
③
「
保
険
で
良
い
歯

科
医
療
を
」
の
実
現
を
め
ざ

し
過
半
数
の
地
方
議
会
で
意

見
書
採
択
を―

―

の
運
動
を

重
点
に
す
る
。

漏
洩
の
危
険
性
な
ど
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
義
務
化
の
問
題
点

を
患
者
・
国
民
に
広
げ
る
こ

と
を
重
点
に
す
る
。
既
存
の

ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
活
用
始
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
づ
く
り
も

検
討
し
て
、
診
療
所
内
外
で

の
宣
伝
を
強
め
る
。

　

診
療
報
酬
引
き
上
げ
、
歯

科
医
療
改
善
で
は
、
厚
労
省

や
日
歯
が
選
定
療
養
拡
大
を

指
向
し
て
い
る
中
で
、
歯
科

医
院
経
営
を
守
り
、「
保
険

で
よ
り
よ
い
歯
科
医
療
」
を

実
現
す
る
た
め
、
患
者
負
担

軽
減
と
診
療
報
酬
引
き
上
げ

を
両
輪
に
し
た
運
動
を
、
総

選
挙
も
視
野
に
入
れ
て
強
め

る
こ
と
に
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
混
合
診
療
拡

大
を
許
さ
な
い
会
内
の
合
意

づ
く
り
、
患
者
・
国
民
へ
の

問
題
提
起
と
共
同
行
動
の
拡

大
を
重
視
す
る
。

　

具
体
的
に
は
①
社
会
保
障

予
算
の
拡
充
を
求
め
る
団
体

署
名
②
歯
科
患
者
署
名
「
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

も
が
、
お
金
の
心
配
い
ら
な

い
『
保
険
で
良
い
歯
科
医

　

協
会
の
歯
科
臨
床
・
学
術

学
会
部
は
４
月
19
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
４
月
度

生
涯
研
修
講
座
を
開
い
た
。

「
顎
関
節
症
と
そ
の
周
辺
疾

患
」
を
テ
ー
マ
に
近
畿
大
学

医
学
部
附
属
病
院
歯
科
口
腔

外
科
教
授
の
濱
田
傑
氏
が
講

演
し
た
。

　

顎
関
節
症
は
マ
ス
コ
ミ
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
、
病
状
に
過
剰
な
反
応

を
示
す
患
者
も
見
受
け
ら
れ

る
疾
患
と
言
え
る
。

　

濱
田
氏
は
、
一
般
歯
科
開

業
医
は
顎
関
節
症
と
類
似
の

症
状
を
起
こ
す
他
の
疾
患
を

正
し
く
鑑
別
す
る
必
要
性
を

述
べ
、
ま
た
顎
関
節
症
な
ら

ば
そ
の
症
型
診
断
と
症
型
別

の
治
療
目
標
と
治
療
指
針
を

た
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
た
。

　

日
本
顎
関
節
学
会
で
は
Ⅰ

型
（
咀
嚼
筋
障
害
）、
Ⅱ
型

（
関
節
包
・
靱
帯
障
害
）、

Ⅲ
型
（
関
節
円
板
障
害
）、

Ⅳ
型
（
変
形
性
顎
関
節

症
）、
Ⅴ
型
（
以
上
の
い
ず

れ
に
も
分
類
さ
れ
な
い
も

の
）
の
５
型
に
分
類
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
関
節
円
板

障
害
で
あ
る
Ⅲ
型
に
つ
い
て

は
円
板
の
復
位
の
有
無
や
転

位
の
方
向
に
よ
る
違
い
に
よ

っ
て
出
現
す
る
症
状
を
特
に

詳
し
く
解
説
し
た
。

　

治
療
法
で
は
、
薬
物
療
法

と
し
て
は
消
炎
鎮
痛
剤
の
投

与
が
も
っ
と
も
効
果
的
で
あ

り
、
理
学
療
法
で
は
赤
外
線

照
射
を
行
う
の
が
よ
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
患
者
に
ス
ト
レ
ス

の
原
因
を
自
覚
さ
せ
る
心
理

学
療
法
が
効
を
奏
す
る
場
合

も
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

ス
プ
リ
ン
ト
療
法
、
徒
手

整
復
術
に
つ
い
て
は
、
症
例

に
あ
わ
せ
た
一
般
開
業
医
に

も
で
き
る
具
体
的
な
方
法
を

解
説
。
と
く
に
ス
プ
リ
ン
ト

協
会
、
地
区
組
織
、
地
域
社

保
協
参
加
の
諸
団
体
な
ど
と

し
、
協
力
要
請
の
た
め
に
協

会
、
地
区
と
し
て
諸
団
体
と

の
懇
談
に
取
り
組
む
。
団
体

署
名
を
す
す
め
る
た
め
、
保

　

協
会
は
９
日
、
第
２
回
理

事
会
を
開
き
、
レ
セ
プ
ト
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
撤
回

「
大
阪
訴
訟
」
で
５
月
中
に

３
５
０
人
の
原
告
団
を
め
ざ

す
こ
と
、
診
療
報
酬
引
き
上

げ
、
患
者
負
担
軽
減
な
ど
医

療
・
歯
科
医
療
改
善
を
求
め

て
、
団
体
署
名
や
患
者
署

名
、
自
治
体
意
見
書
採
択
な

ど
に
取
り
組
ん
で
世
論
を
作

っ
て
い
く
こ
と
、
評
議
員
会

・
総
会
に
向
け
て
役
員
選
考

委
員
会
か
ら
推
薦
が
あ
っ
た

理
事
・
監
事
名
簿
の
承
認
や

新
年
度
予
算
案
の
最
終
承
認

な
ど
を
行
っ
た
。

　

レ
セ
オ
ン
ラ
イ
ン
大
阪
訴

訟
の
原
告
団
参
加
呼
び
掛
け

は
機
関
紙
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、
評
議
員
会
、
総
会
始
め

各
種
集
会
で
訴
え
る
他
、
役

員
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
て

広
げ
て
い
く
。
原
告
団
募
集

は
５
月
末
で
締
め
切
り
、
６

月
中
旬
に
二
次
提
訴
す
る
。

裁
判
の
第
１
回
口
頭
弁
論
は

７
月
10
日
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
、
大
阪
地
裁
１
０
０
７

法
廷
に
決
ま
っ
た
。

　

６
月
以
降
は
、
患
者
情
報

４月度生涯
研 修 講 座
「
適
切
な
症
型
診
断
を
」

顎
関
節
症
へ
の
対
処
法
を
解
説

　

今
年
４
月
か
ら
レ
セ
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
が
義
務
化
さ
れ

た
病
院
や
薬
局
に
対
し
て
、

最
大
１
年
間
義
務
化
を
延
長

す
る
厚
労
省
の
改
正
省
令
が

８
日
、
施
行
さ
れ
た
。

　

保
団
連
は
同
日
、
声
明
を

発
表
し
た
。「
来
年
以
降
の
義

務
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
変
わ

っ
て
い
な
い
」と
指
摘
し
、今

回
の
事
態
に
つ
い
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
化
へ
の
対
応
が
「
不

可
能
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
」
と
強
調
。
義
務
化

の
撤
回
を
求
め
た
。

第24回保団連医療研究集会
深めよう！日常診療に活かす
 医科歯科連携

会場：東京・都市センターホテル
主催：全国保険医団体連合会
問い合わせ：協会事務局（℡06‒6568‒7731）

◆記念講演
　「全身疾患と歯周病～医科
　歯科連携に向けて（仮）」

　講師　中川　種昭 氏
　　　（慶応義塾大学医学部
　　　　歯科口腔外科教授）

◆分科会
　「在宅医療・介護」
　「歯科診療の研究と工夫」
　「医科歯科連携した研究と
　日常診療の工夫」ほか

◆ポスターセッション

◆シンポジウム
　「医師・歯科医師としての
　高齢者介護」
　「食育―健康な大人になる
　ために」ほか

10/10(土)18:00‒20:30 10/11(日)9:00‒16:00

演題募集中演題募集中
分科会分科会

ポスターセッションポスターセッション

診療報酬増、患者負担減めざし署名

団
連
リ
ー
フ
「
い
ま
、
日
本

の
医
療
を
救
う
た
め
に
」、

保
団
連
パ
ン
フ
「
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科
医
療
」
を
活
用

す
る
。
さ
ら
に
、
大
阪
歯
科

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
リ
ー
フ
「
ど

歯科医療改善求め運動強める

う
〜
な
る
歯
科
医
療
（
仮

称
）」
も
作
成
す
る
。

　

歯
科
患
者
署
名
は
保
団
連

な
ど
で
27
万
筆
以
上
を
め
ざ

す
と
し
て
お
り
、
大
阪
歯
科

は
３
万
を
目
標
に
す
る
。

療
法
は
材
質
や
調
製
法
、
指

導
の
要
点
な
ど
に
つ
い
て
丁

寧
に
説
明
し
た
。
講
演
終
了

後
も
、
濱
田
氏
は
個
別
の
質

問
に
丁
寧
に
答
え
て
い
た
。

（
東
大
阪
市
・
西
川
眞
二
）

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

最
大
で
１
年
延
長

第49回定期総会
記念講演抄録

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

合
併
症
と
し
て
の
歯
周
病

　

一
昔
前
（
と
言
っ
て
も
私

が
ま
だ
、
小
中
学
校
生
の
こ

ろ
）
ま
で
は
虫
歯
と
近
視
が

日
本
人
の
国
民
病
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今

や
21
世
紀
の
国
民
病
は
糖
尿

病
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
背
景
に
は
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
急
速
な
欧
米
化

（
交
通
手
段
の
発
達
と
食
生

活
に
占
め
る
脂
質
の
摂
取
量

の
増
加
）
が
関
与
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
こ
れ
ま
で
、
糖

尿
病
の
６
番
目
の
合
併
症

（
５
大
合
併
症
で
は
な
い
の

で
併
発
症
と
言
う
人
も
い
ま

す
）
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
糖
尿
病
に
密

接
に
関
連
し
た
肥
満
も
歯
周

病
の
危
険
因
子
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
今
風
に
言
え

ば
増
え
続
け
て
い
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
患
者

の
多
く
は
歯
周
病
を
発
症
し

て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
私
ど
も
は
こ
う
し

て
発
症
・
重
症
化
し
た
歯
周

病
が
、
逆
に
軽
微
な
慢
性
炎

症
と
し
て
糖
尿
病
の
血
糖
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
影
響
を
与
え

る
、
あ
る
い
は
心
筋
梗
塞
の

も
と
と
な
る
動
脈
硬
化
の
進

展
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
と
の
仮
説
の
も
と
、

検
討
を
加
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。
も
し
そ
れ
が
本
当
な

ら
、
今
後
の
歯
科
医
療
の
価

値
が
さ
ら
に
高
ま
る
か
ら
で

す
。
事
実
、「
健
康
日
本
21
」

の
中
で
も
歯
周
病
は
糖
尿
病

や
肥
満
と
並
ん
で
、
早
世
や

障
害
に
つ
な
が
る
危
険
因
子

と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
の
講
演
で
は
、

ま
ず
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
歯
周
病
は
本
当
に

関
連
す
る
の
か
、
そ
う
で
あ

れ
ば
そ
の
関
係
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
私

が
こ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た

研
究
の
一
端
を
ご
紹
介
し
、

今
後
の
歯
科
医
療
に
は
何
が

必
要
な
の
か
に
つ
い
て
皆
様

と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
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